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１． 研究開発成果 
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２． 総合評価 

• 優れている 

 

• 本課題は、企業導出を視野に入れ、GPCRに対する選抜材料、選抜技術、配列解説技術、機

能性評価技術を当初の予定より技術範囲を広げて検討され、ウイルス様粒子など新規技術を

確立したたことは高く評価できる。 

 

• 今後、開発されたウイルス様粒子を用いたアプタマー選抜法は汎用性が高く、この技術が実

利用されるととともに、AI技術との融合によるさらなる発展も期待できる。簡便で汎用的な

アプタマー開発のソリューションパッケージとして製薬企業や大学等への導出、共同研究を

見据え、研究を展開すること。 

 

以上 


